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要　旨
　本研究では、希薄化したと言われる青年の友達付き合いの特徴を社会的スキルとして捉えなお
し、その機能について検討することを目的とした。大学生162名を対象に質問紙調査を実施した。
分析の結果、相手に合わせて付き合うためのスキルや、一定の距離を保って友人関係を維持するた
めのスキルなど、８つのカテゴリが抽出された。現代青年は、それぞれの友人との適切な距離を模
索しながら、状況に応じたスキルを選択し、望ましい友人関係を築こうとしていることが示唆され
た。
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問題と目的
　青年の友人関係における “希薄化”が指摘され
て久しい。松嵜（2009）は、現代青年にみられ
る特徴的な姿について次のように描写してい
る。「彼らは、グループでいるときに気を遣い
すぎてヘトヘトになってしまうことが多いが、
一人でいると『友達がいない人』と思われるの
ではないかといつも無理して誰かと一緒にい
る。このような学生は『明るい人』『面白い人』
『ノリのいい人』に価値がおかれていると勘違
いしてしまい、友人に元気のない姿が見せられ
ない。彼らは、様々な場面で『空気を読む』こ
とを求められ、空気が読めないやつだと思われ
ることを恐れるあまり、ひたすら周りと合わせ
ようとする」。このような友人との付き合い方
から、青年の友人関係は “希薄化”したと捉えら
れ、伝統的青年観と比較され、心理的発達にか

かわる問題として論じられてきた。
　では、こうした青年の変化はいつ頃から生じ
てきたのだろうか。心理学領域においては、青
年期は互いの内面を開示しあうような親密な友
人関係を構築する時期であり、それによって、
新たな自己概念が獲得され健康な成熟に結びつ
くとされてきた（西平，1973；梅本，1988）。実
際、1970年代の研究においては、青年が友人と
深く親密な関係を結ぼうとしていることを示
した研究が多く見られる（西平，1965；中野目，
1971）。
　しかし1980年代に入った頃から、青年の友人
関係の質の変化が指摘されるようになった（千
石，1985）。栗原（1989）は、ひとりになること
を極端に恐れ、友人と群れていなければ安心で
きない青年の心理について明らかにしている。
また、NHK世論調査部（1986）は、青年にみら
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れる特徴として、硬い話題や問題を避け、とり
あえず楽しければそれでよいという考えがある
ことや、お互いに傷つけることを極端に怖れ、
相手から一歩引いたところでしか関わろうとし
ないこと等を明らかにしている。
　こうした傾向は1990年代以降の研究において
も指摘されており、円滑で楽しい友人関係を求
めながら、友人と心理的距離を大きくとろう
とすることや（松井，1990）、中学生であって
も「その場の雰囲気にあわせ」、「自分が悪く思
われないように」気を遣っていること（東京都
立多摩教育研究所，2000）が明らかにされてい
る。上野・上瀬・松井・福富（1994）は、こう
した同調的な態度で表面的な交友を維持する青
年は、ただ集団から外れまいとして群れている
だけであり、必ずしも成熟した人間関係を築い
ているわけではないと述べている。
　では、“希薄”と言われるような浅い友人関係
の持ち方は、実際に、どれほど青年の中で普及
しているのだろうか。この点については、堀・
松井（1981）が調査を行い、大学生の過半数が
「自分は友人とのつきあいでお互いの心を打ち
明けあっている」と答えていることを明らかに
している。東京都生活文化局（1985）も、友人
に対して心理的に距離をおいた付き合い方をし
ているのは、高校生の約３割であると報告して
いる。これらの結果を踏まえると、全ての青年
が必ずしも希薄な友人関係を営んでいるわけで
はなく、伝統的な心理学の枠組みでとらえられ
る青年も一定の割合で存在していると考えられ
る（岡田，1996；松田，2000）。こうした指摘を
踏まえ、遠藤（2012）も、青年の友人関係が希
薄化しているとは言い切れないと述べている。
　また、希薄化論の一方で、現代青年は選択的
な友達付き合いをしているのだという選択的関
係論から現代青年の特徴を明らかにしようと
いう動向も見られる。たとえば浅野（1999）は、
友人関係パターンのひとつとして状況指向に着
目している。それによると、状況志向パターン
の青年は、相互に関係をもたない複数のグルー
プに属し、それぞれのグループで違う自分が現
れるが、決して広く浅く付き合っているのでは

なく、そのどれもが本当の自分であり、そこで
の関係に深く没入している。また、現代青年の
友人関係には「深さ」や「広さ」の２つの次元で
は捉えきれない部分があり、それらの次元とは
独立に、状況に応じて関係対象や自己のあり方
を切り替える付き合い方の次元が存在すること
が指摘されている（大谷，2007；菅原，2011）。
関係が多様化・流動化した現代社会では、状況
に応じて複数の自己を切り替える傾向が強まっ
ているのである（浅野，2006）。現実には、社
会生活を送るうえで相手との関係性やその場の
状況に応じて行動を変えていくことは必須であ
る（藤岡・高橋，2008）。そうした行動傾向に
あてはまる現代青年は、多様なコミュニケー
ションを使い分ける高度なスキルを持っている
（岩田，2006）とも解釈できる。
　社会的スキルとは、社会的な場面において対
人関係を円滑に運営する能力をあらわす概念で
あるが（相川，2009）、青年が自己を切り替え、
快適な友人関係を維持していくためにどのよう
なスキルを用いているのかについては検討され
てこなかった。また、そうしたスキルが従来の
社会的スキル尺度で把握しきれるものであるか
どうかも明確でない。したがって、現代青年の
友人関係において必要とされる社会的スキルと
はどのようなものか、またそのスキルが日常的
な友人関係においてどのように機能しているの
かについて、現代を生きる青年自身が語る言葉
を用いて具体的に明らかにしていくことが必要
であると考えられる。
　以上のことから本研究では、現代青年が友達
と付き合う際に意識して用いている社会的スキ
ルについて、探索的に検討することを目的とす
る。また、各スキルが友人関係の構築や維持に
どのような機能を果たしているかについても検
討を行う。

方　法
１．調査対象者及び手続き
　2010年７月に大学生162名（男性55名、女性
107名、平均年齢＝18.90歳、SD＝1.48）を対象
とし、一斉法により質問紙調査を実施した。な
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お、調査協力者に対する倫理的配慮として、無
記名により回答を求めた。

２．調査内容
　調査対象者の性別、年齢、学部に関する質問
と、友人と円滑に付き合うスキルについて自由
記述による回答を求めるものから構成された。
調査時に「面白くない話でも笑って聞く」など
の具体例を示した後で、「あなたの『そこそこ
人と上手くやるコツ』を書いて下さい」と教示
した。また、研究目的以外には使用しないこ
と、研究終了後は質問紙をシュレッダーにかけ
処分することを明記した。

結果と考察
１．スキルのカテゴリ分類
　本研究において収集された総記述数は、575
であった。これらのデータをもとに、現代青年
独自の社会的スキルについて、心理学を専門と
する教員１名と心理学専攻の大学院生４名が、
KJ法を用いて以下の手続きにより検討を行っ
た。
　第一段階では、それぞれの記述を最も端的に
表す言葉による概念化を行った。次に第二段階
として、概念の類似したものを整理し、小カテ
ゴリの生成を試みた。その結果、得られた記述
は34の小カテゴリに分類された。第三段階で
は、各カテゴリが友人関係を円滑にするスキル
としてどのような機能を持つのかに着目し、大
カテゴリの生成を試みた。「できるだけ大人数
で行動する」、「メールには絵文字をつける」と
いった記述も見られたが、これらはどの大カテ
ゴリにも分類されず、「その他」として分類さ
れた。
　Table1に大カテゴリと小カテゴリ、及びその
具体例を示した。なお、個人が特定されないよ
う、具体例の一部について改変を行った。以下
では、得られた８カテゴリーの特徴について考
察するともに、それらが現代青年の友人関係に
おいてどのような機能を有しているのかについ
て検討していく。

（１）愛想・笑顔
　「愛想・笑顔」は、友人に対する愛想の良さ
を示すものであり、「愛想笑いができる」、「い
かにも楽しいようにふるまうことができる」な
どの記述から構成された。友人とかかわる場面
ではできるだけ笑顔でいようと心がけている青
年の姿勢がうかがえる。
　これまで、現代青年に特徴的な軽躁的な雰囲
気や愛想笑いは、重々しい話題を避けその場限
りの楽しさを求める姿として扱われてきた。し
かしProvine（1993）は、会話の中で見られる笑
いについて、ジョークなどを言った時の「可笑
しい」状況で笑うのは高々20％程度であり、大
部分の笑いは「可笑しくない」状況で観察され
ることを明らかにしている。また、人をあまり
笑わせることはなくても、自分がよく笑うこと
が出来れば対人関係を良好に維持できることが
示されている（柏谷，2005）。桐田・遠藤（1999）
が指摘するように、「可笑しくない」状況で表
出される笑いは、社会的相互作用の中で様々な
機能を果たしていると考えられる。本研究でみ
られた「あまり楽しくなくても笑って過ごすこ
とができる」や「とりあえず笑顔で楽しそうに
しておく」というスキルも、青年の友人関係に
おいて、円滑な関係を支える重要な要素として
機能していると考えられる。ただ、感情のぶつ
かり合いを避けるものとしても機能しているこ
とから、愛想笑いを繰り返していても、ある程
度の関係しか築けないことが予測される。
（２）演技性
　「演技性」は、相手に合わせるための演技的
な振る舞いを特徴とするものであり、「話がわ
からなくてもわかったふりをすることができ
る」、「面白くもないのに相手の話にウケたふり
をして笑うことができる」などの記述から構成
された。また「演技性」には、「つらい話を聞く
ときは同情した表情をすることができる」とい
う感情制御の側面と、「そんなにテンションが
高くなくても、元気なふりをする」という自己
呈示の側面の２側面が含まれていると考えられ
る。
　たとえば、友人から気に入らないプレゼント



－26－

田　中　　　圭　・　宮　前　淳　子

Table1　カテゴリ分類結果とその具体例

大カテゴリ 小カテゴリ 具体例

愛想・笑顔
（N=67）

１．笑顔 常にニコニコしていられる。
面白くない話でも笑って聞くことができる。

２．愛想 愛想笑いができる。とりあえず笑顔で楽しそうにしておく。
あまり楽しくなくても、笑って過ごすことができる。
いかにも楽しいようにふるまうことができる。

演技性
（N=32）

３．ふりをする、ふるまう 話がわからなくても興味があるふりをしたりわかったふりをすることができ
る。
面白くもないのに相手の話にウケたふりをして笑うことができる。
そんなにテンションが高くなくても、元気なふりをする時がある。
つらい話を聞く時は、同情した表情をすることができる。

距離
（N=67）

４．ほどよい距離を保つ 表面上だけ仲良くして、浅い関係を作ることができる。
相手と望ましい関係でいられる距離はどのくらいか、考えるようにしている。

５．苦手な人を避ける 自分と合わないと思った人とはさりげなく距離をとることができる。
苦手な人とはあまり関わらないようにしている。

６．素は出さない 本音やプライベートな話はしないようにしている。

適当な付き合い
（N=108）

７．相づち よくわからないことでも、とりあえずあいづちをうつようにしている。
８．ほどほど 聞かれたことについて「あ～」「うーん」などあいまいな返事をすることができ

る。
９．話を合わせる 「だよねー」とか「わかるわかる」と言って適当に話を合わせることができる。
10．否定しない 反対意見を言われても、反論せず「そうだねぇ」ぐらいにとどめておく。
11．相手に合わせる まわりの人と違ったことを思っていても言わないでおくことができる。
12．具体的スキル 相手との雰囲気が悪くなったら、すぐにごめんと言うことができる。

マナー
（N=127）

13．話を聞く 人と話をする時は、聞き役にまわるようにしている。
つまらない話にも付き合う。人の話はちゃんと聞いてあげる。

14．礼儀正しさ 誰からも嫌われないように気をつけて行動している。
15．でしゃばらない 常に控えめな態度でいるようにしている。
16．おおらかさ 誰にでも優しく接するようにしている。
17．我慢 うざいと思っても態度に出さないでいられる。
18．悪口を言わない 他人の悪口を言わない。ネガティブなことを言わない。
19．苦手な人と話す 苦手な人に話しかけられても普通にふるまうことができる。

空気を読む
（N=25）

20．観察する まわりの人の表情の変化にすぐに気づくことができる。
21．場の空気を読む 場の空気を読むことができる。

自分がしたいことよりも、場の雰囲気に合わせて対応している。
22．ノリよく 盛り上がる場面では、それなりにノるようにしている。

賞賛
（N=27）

23．賞賛 相手の洋服、持ち物などを本当は思っていないのに、ほめるようにしている。
「すごい」や「かわいい」と言って相手のことをうらやましがる。

24．自己卑下的賞賛 あえてダメな自分を見せる時がある。

積極性
（N=88）

25．積極性 自分からメールアドレスや連絡先を聞いて、知り合いを増やすことができる。
26．あいさつ 苦手な人でも、知り合いにあったら、とりあえずあいさつはするようにして

いる。
27．付き合い ご飯や遊びに誘われたら、あまり行きたくなくても行くようにしている。
28．共通の話題を持つ 知り合いのブログやmixiのページはなるべくチェックするようにしている。

流行をおさえ、みんなが見そうなテレビ番組は必ず見るようにしている。
29．おもしろい話 面白いことを頑張って言うようにしている。いくつか話のネタを持っておく。
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をもらっても、がっかりした顔はせずに嬉しそ
うな表情でお礼を言ったりするなど、我々は対
人場面で何らかの感情制御を行っている。感情
を制御することは、重要な社会的スキルのひと
つであり、人間関係をスムーズに進める役割を
果たしている（崔・新井，1998）。
　一方、他者に対して本音とは異なる態度を
装うこともある（廣實，2002）。本研究で得ら
れた「相手の話に興味がなくても、おおげさに
リアクションすることができる」などの自己呈
示は、親や親友などごく親しい人物に対して
も示されることが明らかになっており（福島，
1996）、日常的な社会的行動として組み込まれ
ている（長谷川，2005）。青年自身の自己呈示
の目的に着目すると、「話がわからなくてもわ
かったふりをすることができる」や「興味がな
い話でも興味があるように聞くことができる」
のように、ほとんどの場合、相手の言動や感情
に添う方向であらわれていると言える。先行研
究では、現代青年の相手に合わせる姿につい
て、友人に本音を言わず傷つけあうことを避け
るものと解釈されてきた。しかし現代社会で
は、相手の言葉にならないニーズや心情を的確
にくみ取ってコミュニケーションを行うスキル
が必要であり（齋藤，2007）、青年も、こうし
たスキルを意識して用いることで円滑な関係を
築こうとしているのではないかと思われる。
（３）距離
　「距離」は、「自分と合わないと思った人とは
少し距離をおくことができる」など、他者との
距離を調節し、意図的に表面的関係を維持しよ
うとするスキルを示す記述から構成された。こ
うしたスキルを用いる青年の傾向は、従来の研
究では “希薄”な関係にとどまらせるものとして
捉えられてきたが、本研究で得られた記述か
ら、青年が「この相手とは一体どのように付き
合うべきか」と思案し、友人との間に適切な距
離をとることを方略のひとつとして選択してい
ることがうかがえる。
　では、友人と距離をとろうとする行動にはど
のような意味合いがあり、そこに如何なる社会
的スキルとしての機能があるのだろうか。白

井（2006）は、一定の心理的距離をあけて友人
と付き合うという青年の特徴について、互いに
切ってしまうのではなく、“つないでおく関係”
と表現している。たとえば、学生間で挨拶のよ
うに使われる「また遊びに行こうね」という台
詞は、呼びかけた方も遊びに行くとは考えてい
ないし、「そうだね」と応じる方も同様に考え
ているという。白井（2006）は、そのように呼
びかけあうことによって、遠すぎない心理的距
離を維持しようとしていると述べている。また
我々は、一緒にいるとイライラする相手や緊張
して自由に振舞えない相手とも、かかわり続け
なければならない時がある。苦手な他者との関
わりにおいては「つかず離れず、当たり障りの
ないようにうわべだけで付き合う」といった消
極的な態度が示されやすい（日向野・堀毛・小口，
1998）。石井（2007）は、こうした付き合い方を
“ネガティブなコミュニケーション” と呼んで
いる。ネガティブなコミュニケーションとは、
「相手とあえて理解し合わなくても構わない」、
「自分の意思が特に伝わらなくても構わない」
と思うときのコミュニケーションと定義される
概念である。従来の研究では不適応的であると
されてきたコミュニケーションスタイルである
が、実際の生活では多く、広く使用され、しか
も使用している本人には必ずしも悪く捉えられ
てばかりではないことが示唆されている（石井，
2007）。本研究で得られた「距離」のカテゴリも、
ネガティブなコミュニケーションで使用される
スキルの一部であると考えられ、その記述数の
多さから、多くの青年が社会的スキルとして認
識し、使用していると考えられる。
（４）適当な付き合い
　「適当な付き合い」は、「話をあまり聞いてい
なくても積極的にあいづちを打つ」、「曖昧にう
なづいたりして流す」、「“だよねー”とか “わか
るわかる”と言って相手の話に同意することが
できる」など、表面的に相手に合わせるという
記述から構成された。また、「同意できない意
見でも反論せずに笑って流すことができる」な
ど、相手に同調した態度を示す記述も含まれ
た。相手と意見をぶつけあって理解し合うこと
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も大切であるが、相手の価値観を否定せずに受
け流すことも、友人関係を維持するために必要
なスキルであると認知されているのではないか
と思われる。
　白井（2006）は、反論せずに相手に合わせる
ことによって、相手との心理的距離が一定に保
たれると述べている。「適当な付き合い」に含
まれるスキルは、自分も相手に踏み込まないが
相手にも踏み込ませないという、自分にとって
快適な心理的距離を維持するためのスキルであ
るとも言えるであろう。このスキルを用いるこ
とで、青年は、過度に緊張したり不安になった
りせずに、複数の状況で様々な相手に対応でき
ているのかもしれない。また、複数の選択肢の
なかで、「相手の感情や価値観に影響を及ぼさ
ずに関係をつないでおく」という在り方を選択
した場合に、このスキルを用いるのではないか
と考えられる。
（５）マナー
　「マナー」は、人に嫌われないために自己の
行動をコントロールしていることを示すもので
あり、「人と話をする時は、聞き役にまわるよ
うにしている」、「誰にでも優しく接する」、「他
人の悪口を言わない」、「常に控えめな態度でい
るようにしている」などの記述から構成された。
これらの記述は、友人関係において「すべきだ」
「すべきでない」といった暗黙の約束事をあら
わしているのではないかと思われる。集団に
は、構成員によって「すべきだ」「すべきでない」
と考えられ信じられている行動様式があり、そ
れは友人関係においても存在している（畠山，
2000）。本研究で「マナー」に含まれた記述も、
青年自身が友人関係を営む上で学びとった行動
様式であると考えられる。現代の青年は、状況
に応じて複数の自己を切り替える傾向が強まっ
ていると指摘されているが（浅野，2006）、と
くに相手とそれほど親密でない状況では、「す
べきでない」とされることをしてしまうと、自
分の居場所を失ってしまうことになりかねな
い。本研究で得られた「相手に腹が立っても
笑って我慢することができる」、「うざいと思っ
ても態度に出さない」なども、青年が様々な集

団のなかで学習を重ね、自己を切り替える術を
身につけてきた結果として獲得されたスキルと
言えるのではないかと思われる。
（６）空気を読む
　「空気を読む」は、「まわりの人の表情の変化
にすぐに気づくことができる」、「自分がしたい
ことよりも、その場の雰囲気を優先させる」な
ど、周囲の状況の変化に気づき、その場の雰囲
気に合わせて自己を表現することを示す記述か
ら構成された。松嵜（2009）は、青年は仲間か
らKY（空気が読めない）と言われないように努
めていると指摘しているが、本研究においても
「場の空気を即座に読む」といった記述が多く
みられ、場の雰囲気に敏感な現代青年の意識が
確認された。
　従来の研究では、「空気を読む」ことは仲間
に過剰に同調しようとする傾向の高さを示すも
のとして批判的にとらえられてきた。しかし、
高校生の７割近くが「空気を読む」ことは人間
関係を円滑にすると考えており（田中，2009）、
現代では、むしろ様々な環境に柔軟に適応する
ためのスキルとして青年に肯定的に認知されて
いるようである。友人からKYと思われる行為
とはどのようなものかについて、大石（2011）
は、自分ばかりがはしゃいでいたり、反対にノ
リが悪かったり、嫌な気持ちが顔に出てしまっ
たり、時と場合をわきまえず他人に対して鈍感
であるという状態であることを明らかにしてい
る。文脈依存性の高いコミュニケーションを特
徴とする現代社会において（三宮，2004）、曖
昧な状況で刻一刻と変化する相手の感情や場の
雰囲気などを敏感に察知し、適切な行動を選択
することは、必要不可欠なスキルになっている
のであろう。今後は「空気を読む」スキルのポ
ジティブな側面にも注目し、さらに検討する必
要があるのではないかと思われる。
（７）賞賛
　「賞賛」は、相手を褒める行動を示すもので
あり、「相手の髪形や洋服、持ち物などをほめ
るようにしている」、「“すごい”や “かわいい”と
言って相手のことをうらやましがる」などの記
述から構成された。これらは、一般には「お世
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辞」として捉えられ、現実社会ではよく用いら
れるものであると思われる。また、「あえてダ
メな自分を見せる時がある」、「自分の欠点をさ
らけ出して笑いに持っていくことがある」など
自虐的・自己卑下的行動を示すことで、相手と
の良好な関係を維持しようとする記述も含まれ
た。これらは意図的な謙遜であり、こうした行
動によって、相手からの好意を引き出したり、
相手に安心感を提供しようとしているのではな
いかと思われる。しかし、従来の社会的スキル
尺度には「賞賛」に見られるようなスキルは含
まれていない。これは、「賞賛」が相手と理解
しあうためのスキルではなく、また社会的に望
ましい行動であるとは捉えられてこなかったた
めではないかと思われる。その意味で、「賞賛」
は “ネガティブなコミュニケーション”（石井，
2007）で使用されるスキルであると考えられる。
（８）積極性
　「積極性」は、相手と親密になるための工夫
や対人関係を広げる姿勢を示すもので、「自分
から連絡先を聞く」、「知り合いに会ったら、と
りあえず挨拶はする」などの記述から構成され
た。これらは、知り合いを増やしたり、付き合
いを維持したりするためのスキルとして青年に
認知されていると考えられる。ほかに、「面白
いことを頑張って言うようにしている」、「みん
なが見そうなテレビ番組は必ず見る」といった
記述もみられた。友人とスムーズに会話し、居
心地のよい関係を維持するためには、ある程度
の努力も必要であるのだろう。また、青年もそ

れを受け入れ、行動に反映させているのではな
いかと思われる。
　従来は、こうした傾向が広く浅い関係や表面
的に群れている状態を示すものとしてネガティ
ブに解釈されてきた。確かに、知り合いのブ
ログを「見ていない」と言えず、友人が見てい
るテレビ番組を「知らない」と言えないことは、
友人に対する過剰な気遣いを連想させるもので
あり、対人関係におけるストレス反応を高めて
しまうのではないかと推測される。こうしたス
キルの使用と青年の心理的適応との関連につい
ては、あらためて検討する必要があると思われ
る。

２．各カテゴリの性差について
　男性の大カテゴリの度数とその割合を
Figure1に示した。また、女性の大カテゴリの
度数とその割合をFigure2に示した。次に、各
カテゴリと性との関連について検討するため、
χ２検定を行った（Table2）。その結果、人数の
偏りは有意であった（χ２（７）＝17.91 p＜ .05）。
　残差分析を行った結果、男性では「マナー」
が有意に多く、「愛想・笑顔」が有意に少ない
ことが明らかとなった。この結果から、男性
は、愛想笑い等をして自分を積極的によく見せ
ることよりも、友人の気持ちに配慮し、自分の
欲求や感情を抑制して行動することを普段から
より強く意識しているのではないかと考えられ
る。鈴木・浅川・南・祁（2011）は、大学生で
は男性のほうが女性よりも友人関係に関する登

Figure1　男性の各カテゴリの割合（度数） Figure2　女性の各カテゴリの割合（度数）
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校回避感情が強く、かつ社会的スキルが低い者
ほど友人を拒否する傾向にあることを示してい
る。このことを合わせて考えると、男性は友人
とかかわるときにある程度の抑制的行動をとる
ことができないと、友人に対する苦手意識が強
まり、それが登校への意欲を失わせる方向に働
くのではないかと推測される。ただ、周囲に常
に気兼ねをして自由な感情を抑えるという傾向
は過剰適応とも呼ばれ（桑山，2003）、心理的
葛藤を抱えている可能性も示唆されている（大
獄・五十嵐，2005）。友人との関係のなかで求
められる抑制的行動と自身のストレスとのバラ
ンス感覚を養うことが、現代を生きる青年男性
に求められる課題の一つなのではないかと思わ
れる。
　一方、女性を対象に残差分析を行った結果、
「愛想・笑顔」が有意に多く、「マナー」が少な
いことが明らかとなった。これは、男性とは逆
の結果であった。「愛想・笑顔」に含まれる具
体的記述を見てみると、男性では「とりあえず
笑顔」といった端的な表現が多かったのに対し、
女性では「目があったら笑う」、「笑うときは楽
しそうに笑う」など、タイミングや表情にも気
を配っている様子がうかがえた。男性に比べ、
女性は友人から向けられる視線を強く意識し、
常に明るく笑顔でいようと心がけているのでは
ないかと思われる。
　以上のように、本研究では「愛想・笑顔」と
「マナー」のカテゴリに性との関連が認められ
た。しかし、大学生の社会的スキルに有意な

性差は認められないとする研究（臼倉・堀・濱
口，2012）や、共感したり話を聴いたりするス
キルは女性のほうが高いとする研究（藤原・濱
口，2011）もあり、どのようなスキルに性差が
認められるかについては一貫した結果が得られ
ていない。この点については、さらに対象を増
やし、複数のスキルを測定して検討していく必
要があるだろう。

３．各スキル間の関連について
　本研究で抽出された各スキルの機能について
検討するため、８つのカテゴリを①相手との距
離を近づけようとする場合に用いられるスキ
ル（「愛想・笑顔」「賞賛」「積極性」）と②相手
と一定の距離を維持しようとする場合に用いら
れるスキル（「演技性」「距離」「マナー」「空気
を読む」「適当な付き合い」）の２つに分類した。
なお、「その他」のカテゴリは除外した。
　次に、①「愛想・笑顔」「賞賛」「積極性」を行、
②「演技性」「距離」「マナー」「空気を読む」「適
当な付き合い」を列としたクロス表を作成し、
コレスポンデンス分析を行った（Figure3）。そ
の結果、「愛想・笑顔」の近くに「適当な付き合
い」が布置され、両者は類似した場面で用いら
れる可能性が高いことが明らかになった。具体
的には、あいづちを打ったり、相手に反論せず
に曖昧な返事をするといったスキルには、笑顔

Figure3　コレスポンデンス分析の結果

Table2　性を要因としたχ2検定結果

カテゴリ 男性 女性

愛想・笑顔 ▼14 △53
演技性  16  16
距離  18  49
適当な付き合い  41  67
マナー △58 ▼69
空気を読む   9  16
賞賛   9  18
積極性  28  60

合計 193 348

△：残差分析の結果、他よりも５％水準で有意に多い
▼：残差分析の結果、他よりも５％水準で有意に少ない
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でいるというスキルが付随しやすいと考えられ
る。「愛想・笑顔」には、相手の気持ちや考え
に（表面的であっても）同意していることを示
すという「適当な付き合い」の機能を補強する
機能もあると言えるであろう。
　また、「賞賛」の近くには「演技性」「マナー」
「空気を読む」が布置された。「演技性」「マナー」
「空気を読む」の３つのスキルに共通する特徴
は、状況に応じて自己を切り替え、本音を隠し
て行動するために使用されるという点である。
「賞賛」には「本当は（そう）思っていないのにほ
める」という記述が含まれているが、これは恣
意的な行動であり、「演技性」と類似する部分
が大きいのではないかと考えられる。また、自
己卑下的な「賞賛」は、「マナー」における「控え
めな態度」に共通する部分があるように思われ
る。ほかにも、「賞賛」を欲する友人の気持ち
を察し、友人が期待する言葉をかけることは、
「空気を読む」行為に該当するであろう。これ
らのことから、青年が友人関係において「演技
性」「マナー」「空気を読む」といったスキルを
使用する際に、その友人から好意を引き出した
いと考えたり、友人を安心させたいと思う場
合、「賞賛」のスキルを同時に使用する傾向に
あると言えるであろう。
　「積極性」の近くには「距離」が布置され、両
者は類似した場面で用いられることが明らかに
なった。交友関係を広くするために使うスキル
と苦手な友人との間に一定の距離を取るスキル
とは相反する行動であるように思われる。しか
し、「積極性」に含まれる「苦手な人でも自分か
ら挨拶をする」といった記述と、「距離」に含ま
れる「表面上だけ仲良くして、浅い関係を作る
ことができる」などの記述には共通する部分が
みられ、青年が交友関係を広げながらも相手を
選択し、相手によっては距離を意図的に調節し
ようとしていることがうかがえる。これらのこ
とから、交友関係を積極的に広げていける青年
とは、苦手な友人と一定の距離を維持できるス
キルも有している者なのではないかと考えられ
る。

総合考察および今後の課題
　本研究では、“希薄化した”と言われてきた現
代青年の友人関係について、社会的スキルの観
点から捉えなおすことを試みた。青年による自
由記述を用いて探索的検討を行った結果、青年
が親密になりたい相手と接近するために積極的
なスキルを使用する一方で、苦手な相手ともつ
ながりつづけるために、一定の距離で関係を維
持するスキルを使用していることが明らかと
なった。現代の青年は、状況や相手との関係性
に応じて、その場での自己の在り方を調整する
ためにスキルを使い、意図的に距離をコント
ロールしようとしているのではないかと思われ
る。なかでも「距離」や「マナー」、「賞賛」のカ
テゴリに含まれるスキルは、相手とあえて理解
し合わなくても構わない、自分の意思が特に伝
わらなくても構わないと思うときに用いられる
スキルであり、現実社会で一般的によく使用さ
れるスキルでありながら、従来はその機能につ
いて十分に検討されてこなかった。これらのス
キルは、教育現場で積極的に指導するべきスキ
ルではないかもしれない。しかし、友人に対し
て過剰な不安や緊張を抱えてしまう青年や、自
己をうまく切り替えられずに苦しんでいる青年
にとって、社会的に望ましいスキルだけでなく
ネガティブなコミュニケーションでみられるよ
うなスキルも存在することを伝え、状況に応じ
た選択ができるように支援していく必要もある
のではないだろうか。
　たとえば、過剰適応的な生徒は、友人に配慮
するなど向社会的行動をとるための社会的スキ
ルが高いことが明らかにされている（福光・河
村，2009；鈴木・小川，2007）。しかし、すべ
ての人にとって望ましい「いい子」であり続け
るために、内的な不適応感を高めてしまうこと
も少なくない。また、彼らは自己犠牲なまでに
向社会的行動をとるが、自分が認められない時
には怒りを爆発させ、攻撃的にふるまってしま
う恐れもあると指摘されている（鈴木・小川，
2007）。こうした青年に対して、状況に応じて
友人との距離を調整し、心理的に負担が少ない
関係を構築できるように支援していくことが必
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要ではないかと思われる。また、「すべての人
から肯定され親密な関係をつくること」をスキ
ル学習の主目的とするのではなく、自分に好意
的でない相手との付き合い方を身につけたり、
自分にとって安心できる関係について考え、そ
うした関係を維持していくためのスキルを身に
つけていくことも含め、現代青年の心理的発達
を支援していく必要があるのではないかと思わ
れる。
　本来、文脈に応じて感情や行動を調節する
のが社会的スキルの特徴である（小林・宮前，
2007）。しかし、それは簡単に学習できるもの
ではなく、現実の人間関係のなかで試行錯誤を
繰り返し、洗練させていくものでもある。状況
に応じて相手との距離を調節するスキルは相当
に高度なものであると考えられ、その機能につ
いてはさらに詳細に検討する必要があると思わ
れる。具体的には、本研究で抽出されたスキル
について、様々な被験者に対して測定が可能と
なるように尺度化していくことや、KISS-18（菊
池，1988）など従来の研究で使用されてきた社
会的スキル尺度で測定されるスキルと本研究で
抽出されたスキルとの間にどのような関連がみ
られるかについて検討することが挙げられる。
また、本研究で得られた記述には、「我慢」や
「気持ちを隠す」など感情や行動の抑制を示す
言葉もみられたため、スキルの高さと青年の心
理的適応との関連についても検討していく必要
があるだろう。
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